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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
勘
違
い
青
年
の
海
軍
奮
闘
記

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
３
２
６
Ｚ

【
作
者
名
】

　
勘
違
い

【
あ
ら
す
じ
】

　
幼
馴
染
を
探
し
て
海
軍
に
入
隊
し
、
ス
ピ
ー
ド
出
世
し
て
い
る
見
た
目
は
少

年
の
青
年
が
居
た
。
そ
の
青
年
の
異
名
は
＜
先
読
み
＞
。
で
も
本
当
は
“
勘
違

い
”
と
“
運
の
良
さ
”
だ
け
。
だ
け
ど
世
界
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
、
ち
ょ
っ

と
不
思
議
な
物
語
。
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第
一
話
　
海
軍
に
入
隊
し
た
理
由
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
（
前
書
き
）

登
録
し
て
か
ら
最
初
に
出
そ
う
と
思
っ
て
い
た
小
説
で
す
。

で
も
書
き
直
し
て
、
投
稿
し
ま
し
た
。

（
余
談
　
完
結
済
み
と
非
公
開
中
と
連
載
を
入
れ
て
１
１
作
品
目
で
す
。
）
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第
一
話
　
海
軍
に
入
隊
し
た
理
由
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

「
少
将
、
革
命
軍
が
反
乱
を
お
こ
し
至
急
北
の
海
に
出
動
せ
よ
と
要
請
が
。
」

『
・
・
・
・
南
だ
。
』

「
し
ょ
、
少
将
？
・
・
・
・
・
ハ
ッ
、
ま
さ
か
っ
！
！
」

バ
タ
バ
タ

「
少
将
！
た
っ
た
今
連
絡
が
！
革
命
軍
が
南
の
海
に
て
反
乱
を
！
！
北
の
海
の

騒
ぎ
は
布
石
だ
っ
た
よ
う
で
す
！
」

『
よ
し
、
行
こ
う
。
』

「
す
ご
い
・
・
・
・
革
命
軍
の
動
き
が
嘘
だ
と
最
初
か
ら
分
か
っ
て
い
た
ん
だ
・

・
・
・
・
・

こ
れ
が
海
軍
本
部
少
将
、
“
先
読
み
”
の
ツ
バ
サ
」

翼
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

元
々
僕
が
海
軍
に
入
隊
志
願
し
た
理
由
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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幼
馴
染
を
探
し
て
だ
っ
た
。

な
の
に
・
・
・
・
・

な
の
に
・
・
・
・
・
・

居
な
い
じ
ゃ
ん
か
！
あ
の
馬
鹿
、
何
処
の
部
隊
に
居
る
ん
だ
よ
！

翼
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

幼
馴
染
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

翼
が
ま
だ
６
歳
の
時
の
頃
。

「
あ
！
ワ
ッ
フ
ル
！
」

「
お
れ
が
買
っ
て
や
る
よ
。
自
分
の
を
取
っ
て
来
い
。
」

こ
れ
は
普
通
の
ワ
ッ
フ
ル
で
は
な
い
。

当
た
り
つ
き
の
ワ
ッ
フ
ル
で
、
物
凄
い
確
率
で
当
た
る
と
言
う
。

何
故
そ
ん
な
に
物
凄
い
の
か
。

こ
の
ワ
ッ
フ
ル
は
有
名
で
人
気
だ
っ
た
が
、
あ
る
一
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
こ
う
言

っ
た
。

「
記
念
に
世
界
に
出
荷
す
る
ワ
ッ
フ
ル
の
一
つ
だ
け
に
宝
石
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

」そ
れ
で
、
物
凄
い
確
率
で
当
た
る
、
一
つ
だ
け
宝
石
入
り
の
ワ
ッ
フ
ル
に
な
っ

た
の
だ
。
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「
コ
レ
が
い
い
。
」

「
よ
し
。
コ
レ
下
さ
い
。
」

「
は
い
よ
。
」

「
ほ
ら
。
」

「
あ
り
が
と
う
！
」

「
？
」

「
ど
う
し
た
。
」

「
お
ば
ち
ゃ
ん
！
」

「
ど
う
し
た
の
？
」

「
な
ん
か
入
っ
て
る
。
」

「
え
？
」

「
お
い
お
い
、
嘘
だ
ろ
・
・
・
・
。
」

ワ
ッ
フ
ル
の
中
に
入
っ
て
い
た
の
は
・
・
・

「
そ
り
ゃ
、
当
た
り
だ
よ
！
凄
い
ね
、
ツ
バ
サ
君
。
」

当
た
り
宝
石
だ
っ
た
。

こ
い
つ
の
運
の
良
さ
は
世
界
一
と
言
っ
て
も
い
い
。

「
・
・
・
う
ん
。
」

そ
れ
か
ら
４
年
が
経
ち
、
俺
ら
は
野
望
を
叶
え
る
為
に
出
航
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
ツ
バ
サ
、
お
前
も
海
賊
に
な
ら
な
い
か
？
」

「
え
？
・
・
・
・
無
理
。
」

ガ
ク
ッ

「
キ
ャ
プ
テ
ン
大
丈
夫
で
す
よ
！
俺
ら
海
賊
だ
か
ら
！
」
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「
そ
う
だ
な
。
後
で
奪
え
ば
良
い
よ
な
。
」

「
ア
イ
ア
イ
キ
ャ
プ
テ
ン
！
」

「
ロ
ー
！
僕
、
海
軍
に
入
っ
て
追
い
つ
く
か
ら
！
」

「
誰
が
海
軍
だ
！
海
賊
っ
て
言
っ
た
は
ず
だ
！
」

・
・

「
海
軍
に
入
る
！
」

「
も
う
良
い
。
じ
ゃ
あ
な
！
迎
え
に
来
る
か
ら
な
！
」

＝
現
在
＝

「
キ
ャ
プ
テ
ン
！
ツ
バ
サ
の
事
が
新
聞
に
載
っ
て
る
よ
！
」

バ
サ
ッ

「
あ
の
馬
鹿
、
何
海
軍
に
入
っ
て
ん
だ
！
」

「
凄
い
よ
！
こ
の
若
さ
（
１
０
代
）
で
少
将
だ
よ
！
」

「
海
賊
と
海
軍
を
間
違
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
え
の
？
」

「
ペ
ン
ギ
ン
、
そ
れ
は
無
い
だ
ろ
。
」

「
キ
ャ
プ
テ
ン
、
ツ
バ
サ
な
ら
あ
り
え
る
よ
！
」

「
そ
う
だ
な
。
」
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あ
の
馬
鹿
は
海
軍
に
入
っ
て
し
ま
い
、
奪
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

ツ
バ
サ

た
。

っ
た
く
、
な
ん
で
い
つ
も
、
俺
の
願
い
を
打
ち
砕
き
や
が
る
ん
だ
！

ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
・
ロ
ー
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

こ
れ
は
勘
違
い
青
年
の
海
軍
奮
闘
記
。
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第
一
話
　
海
軍
に
入
隊
し
た
理
由
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
（
後
書
き
）

最
初
の
報
告
の
時
、
翼
が
考
え
て
い
る
事
は
次
回
に
て
。
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第
二
話
　
部
下
チ
ョ
ー
怖
い
（
前
書
き
）

冬
休
み
中
と
か
、
休
日
（
何
も
無
い
、
暇
な
日
）
（
学
生
な
の
で
）
に
は
、
こ

の
時
間
帯
に
は
一
話
ぐ
ら
い
は
投
稿
し
て
ま
す
。
（
な
ん
か
の
目
標
？
的
な
）
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第
二
話
　
部
下
チ
ョ
ー
怖
い

翼
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

僕
の
名
前
は
翼
。
海
軍
本
部
の
少
将
を
や
っ
て
る
よ
。
よ
ろ
し
く
。

ツ
バ
サ

『
（
腹
減
っ
た
な
・
・
・
・
・
何
か
甘
い
物
が
食
べ
た
い
な
～
。
・
・
・
そ
う

い
え
ば
こ
の
間
、
雉
が
お
い
し
い
ケ
ー
キ
屋
が
あ
る
っ
て
言
っ
て
た
な
。
ど
こ

の
海
っ
て
言
っ
た
っ
け
。
え
～
と
・
・
・
・
）
』

「
少
将
、
革
命
軍
が
反
乱
を
起
こ
し
至
急
北
の
海
に
出
動
せ
よ
と
要
請
が
。
」

『
・
・
・
（
あ
！
思
い
出
し
た
！
）
南
だ
。
』

「
少
将
？
・
・
・
ハ
ッ
、
ま
さ
か
！
！
」

バ
タ
バ
タ

「
少
将
！
た
っ
た
今
連
絡
が
！
革
命
軍
が
南
の
海
に
て
反
乱
を
！
！
北
の
海
の

騒
ぎ
は
布
石
だ
っ
た
よ
う
で
す
！
」

『
（
ち
ょ
っ
と
位
休
ん
で
も
良
い
よ
な
？
）
よ
し
、
行
こ
う
。
』

「
す
ご
い
・
・
・
革
命
軍
の
動
き
が
最
初
か
ら
嘘
だ
と
分
か
っ
て
い
た
ん
だ
・
・

・
・
・
・

　
こ
れ
が
海
軍
本
部
少
将
、
“
先
読
み
”
の
ツ
バ
サ
」
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『
（
ん
？
あ
れ
部
下
二
人
が
こ
っ
ち
見
て
る
。
あ
れ
こ
い
つ
ら
い
つ
来
た
ん
だ

？
は
っ
！
？
ま
さ
か
抜
け
出
そ
う
と
し
た
事
が
バ
レ
た
！
？
）
』

「
（
す
、
す
ご
い
！
流
石
先
読
み
の
ツ
バ
サ
）
」

「
（
こ
の
人
が
居
る
限
り
海
軍
は
安
泰
だ
。
）
」

部
下
は
感
動
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
る
の
だ
っ
た
。

『
（
め
っ
ち
ゃ
睨
ま
れ
て
る
！
）
一
緒
に
行
く
か
。
（
こ
う
な
っ
た
ら
道
ず
れ

作
戦
！
！
）
』

「
「
は
い
！
！
」
」
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そ
し
て
俺
の
艦
は
南
の
海
へ

「
少
将
！
俺
一
生
貴
方
に
つ
い
て
行
き
ま
す
！
」

『
（
何
！
？
絶
対
に
サ
ボ
ら
せ
な
い
と
い
う
宣
言
な
の
か
！
？
部
下
チ
ョ
ー
怖

い
）
』
ブ
ル
ブ
ル

寒
気
が
し
た
か
ら
、
準
備
運
動
で
も
し
て
い
る
。
震
え
な
が
ら
。

「
少
将
？
寒
い
ん
で
す
か
？
此
処
は
南
の
海
で
す
よ
？
」

「
ど
う
見
え
て
も
、
準
備
運
動
だ
ろ
。
」

「
ハ
ッ
、
ま
さ
か
・
・
・
・
少
将
も
戦
闘
に
！
？
」

『
（
え
？
銭
湯
？
）
え
、
あ
、
う
ん
。
久
し
ぶ
り
だ
な
。
』

「
久
し
ぶ
り
に
少
将
の
見
た
い
で
す
！
」

「
俺
も
！
」

「
俺
も
！
」

『
（
な
っ
！
部
下
っ
て
こ
ん
な
に
エ
ロ
か
っ
た
っ
け
？
）
ま
あ
。
わ
か
っ
た
。
』

「
本
当
で
す
か
！
？
」
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『
あ
あ
。
（
何
、
返
事
し
て
ん
だ
あ
あ
あ
あ
！
！
僕
は
あ
あ
！
！
）
』

何
故
か
、
部
下
の
頼
み
に
は
少
し
弱
い
翼
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
革
命
軍
を
摘
発
し
て
軍
艦
で
翌
日
に
海
軍
本
部
に
戻
っ
た
。

そ
の
朝
の
新
聞
を
部
下
が
食
堂
で
読
ん
で
い
た
。

そ
の
日
の
新
聞
の
見
出
し

〈
先
読
み
の
ツ
バ
サ
少
将
！
革
命
軍
を
一
網
打
尽
に
！
！
〉

海
軍
本
部
所
属
の
ツ
バ
サ
少
将
が
南
の
海
に
て
革
命
軍
を
一
斉
摘
発
。
関
係
者

の
話
に
よ
る
と
ツ
バ
サ
少
将
は
最
初
に
起
き
た
北
の
海
の
騒
動
が
起
き
た
時
も

冷
静
で
一
言
「
南
だ
」
と
呟
い
た
そ
う
だ
。
少
将
が
呟
い
た
通
り
に
南
の
海
で

革
命
軍
が
動
き
出
し
た
。

少
将
は
そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
同
時
に
配
下
の
海
兵
と
一
緒
に
南
の
海
へ
。

少
将
の
素
早
い
指
示
の
お
か
げ
で
革
命
軍
の
動
き
は
封
じ
ら
れ
た
。

海
軍
本
部
の
時
代
を
担
う
戦
力
か
？

ツ
バ
サ
少
将
の
活
躍
に
は
今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。

「
だ
っ
て
さ
。
」

「
少
将
凄
い
も
ん
な
。
」
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『
（
何
！
？
や
っ
ぱ
り
、
サ
ボ
ろ
う
と
し
た
事
が
！
？
）
』

翼
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

部
下
が
感
動
し
て
る
の
に
、
一
人
だ
け
勘
違
い
し
て
い
る
翼
だ
っ
た
・
・
・
。
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第
二
話
　
部
下
チ
ョ
ー
怖
い
（
後
書
き
）

ナ
レ
ー
タ
役
の
作
者
も
呆
れ
て
ま
す
。

戦
闘
を
銭
湯
と
間
違
え
た
の
は
作
者
の
実
話
で
す
が
・
・
。

（
雉
は
青
雉
の
こ
と
で
す
。
わ
ざ
と
で
す
。
）
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第
三
話
　
な
ん
で
居
た
の
？
（
前
書
き
）

【
速
報
！
】

第
四
話
、
１
１
時
か
ら
～
１
３
時
の
間
に
更
新
予
定
。
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第
三
話
　
な
ん
で
居
た
の
？

翼
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　

海
軍
本
部
に
あ
る
僕
の
職
務
室
に
帰
る
と
・
・
・
・

「
あ
、
お
か
え
り
ツ
バ
サ
君
。
」

『
な
ん
で
飛
べ
な
い
雉
が
。
こ
れ
は
、
何
か
の
ド
ッ
キ
リ
？
』

「
違
う
よ
！
も
う
。
」

海
軍
本
部
大
将
の
（
青
）
雉
が
居
た
。

『
雉
っ
て
飛
べ
な
い
よ
ね
？
』

「
え
？
ど
う
し
た
の
！
？
」

『
い
や
ー
。
だ
っ
て
、
雉
っ
て
言
う
じ
ゃ
ん
。
』

「
お
れ
は
雉
じ
ゃ
な
い
よ
！
た
だ
の
異
名
。
あ
、
ツ
バ
サ
君
は
雉
っ
て
言
っ
て

る
け
ど
、
本
当
は
青
雉
だ
よ
。
」

『
興
味
無
い
。
』

「
む
う
。
・
・
・
・
・
・
ん
？
そ
れ
宝
石
？
」

『
こ
れ
は
思
い
出
の
品
さ
。
幼
馴
染
と
一
緒
に
食
べ
た
時
、
ワ
ッ
フ
ル
か
ら
出
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て
き
た
当
た
り
。
』

「
あ
～
あ
の
当
た
り
つ
き
ワ
ッ
フ
ル
？
ツ
バ
サ
君
が
当
た
り
を
引
い
た
ん
だ
ね
。

」『
ま
あ
。
』

「
あ
れ
、
物
凄
い
確
率
だ
よ
。
」

『
え
？
そ
ん
な
に
凄
い
ん
だ
。
（
僕
、
普
通
に
取
っ
た
だ
け
な
ん
だ
け
ど
。
）
』

「
う
ん
。
」

『
雉
ー
。
』

「
何
？
」

『
後
ろ
に
人
だ
か
り
が
ー
！
』

人
だ
か
り
っ
て
言
っ
て
も
３
人
だ
け
ど
。
し
か
も
、
全
員
、
僕
の
部
下
。

「
え
？
」

「
少
将
、
当
た
っ
た
ん
で
す
か
！
？
」

「
凄
い
で
す
！
」

「
さ
す
が
少
将
！
」

「
ね
え
。
」
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「
「
「
！
？
大
将
殿
！
？
」
」
」

「
何
し
に
来
た
の
？
」

「
あ
、
伝
言
で
す
。
」

『
伝
言
？
（
ま
さ
か
、
仕
事
関
係
じ
ゃ
あ
無
い
よ
な
・
・
・
）
』

「
大
将
、
仕
事
を
サ
ボ
ら
な
い
で
下
さ
い
！
」

「
と
、
言
う
伝
言
。
」

「
は
ぁ
。
分
か
っ
た
分
か
っ
た
。
行
く
か
ら
。
」

「
大
将
が
部
屋
に
戻
る
ま
で
お
供
し
ま
す
！
」

「
え
え
！
？
俺
、
そ
こ
ま
で
信
用
無
し
？
」

「
「
「
『
は
い
。
』
」
」
」

「
ツ
バ
サ
君
ま
で
！
？
」

『
（
だ
っ
て
抜
け
出
そ
う
と
も
、
そ
の
時
に
は
部
下
が
居
る
も
ん
。
）
』

「
分
か
っ
た
か
ら
！
も
う
！
」

足
早
に
雉
が
戻
っ
て
い
っ
た
。
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て
か
、
何
で
居
た
の
？

ま
、
い
い
や
。

そ
れ
よ
り
・
・
・
・
・
・

『
・
・
・
・
・
・
本
当
に
何
処
に
居
る
ん
だ
ろ
う
ロ
ー
は
・
・
・
・
・
。
』

翼
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

～
オ
マ
ケ
～

＝
海
軍
本
部
＝

『
も
し
か
し
て
ロ
ー
の
奴
、
海
賊
に
な
っ
て
た
り
し
て
！
ま
ぁ
、
あ
の
極
悪
人

面
な
ら
あ
り
え
る
か
。
あ
は
は
は
は
！
！
』

＝
海
賊
船
（
潜
水
艦
）
＝
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『
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
キ
ャ
プ
テ
ン
新
聞
の
写
真
の
ツ
バ
サ
に
メ
ス
ぶ
っ
刺

し
た
！
！
』

『
何
し
て
る
の
キ
ャ
プ
テ
ン
！
？
』

『
今
こ
い
つ
が
俺
の
悪
口
を
言
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
』

『
え
え
ぇ
え
え
え
え
ぇ
え
え
！
？
』
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第
三
話
　
な
ん
で
居
た
の
？
（
後
書
き
）

も
し
か
し
て
、
ロ
ー
と
か
好
き
な
人
、
読
者
の
皆
さ
ん
の
中
に
居
ま
し
た
か
？

居
た
ら
、
謝
っ
て
お
き
ま
す
。

ロ
ー
を
こ
ん
な
風
に
し
て
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

で
も
、
後
々
会
い
ま
す
か
ら
。

あ
、
感
想
待
っ
て
ま
す
。
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第
四
話
　
白
く
ま
の
ぬ
い
ぐ
る
み
（
前
書
き
）

１
３
時
っ
て
書
い
て
あ
る
け
ど
、
１
３
時
５
９
分
ま
で
っ
て
事
で
す
。

あ
る
人
か
ら
あ
る
人
の
よ
う
な
白
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
貰
い
ま
す
（
届
け
に

来
て
く
れ
た
）
。

さ
ぁ
て
誰
で
し
ょ
う
？

答
え
は
下
で
す
。

（
今
回
は
い
つ
も
よ
り
長
め
で
す
。
）
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第
四
話
　
白
く
ま
の
ぬ
い
ぐ
る
み

『
今
日
は
何
人
来
る
ん
だ
ろ
う
？
』

「
ま
ぁ
、
ど
い
つ
も
気
ま
ぐ
れ
な
者
ば
か
り
だ
か
ら
な
、
予
想
は
つ
か
ん
。
」

『
で
も
、
僕
、
絶
対
に
あ
の
桃
色
鳥
は
来
る
と
思
う
よ
。
』

「
桃
色
鳥
？
」

『
・
・
・
・
・
ド
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
。
』

「
あ
ぁ
・
・
・
・
確
か
に
桃
色
鳥
だ
な
。
』

兵
士
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

俺
は
最
近
ツ
バ
サ
少
将
の
下
に
つ
い
た
新
人
海
兵
。

ツ
バ
サ
少
将
は
俺
達
新
人
海
兵
の
間
で
も
話
題
の
人
で
あ
る
。

若
く
し
て
海
軍
本
部
少
将
の
地
位
に
昇
り
つ
め
上
層
部
達
か
ら
の
信
頼
も
厚
い

将
来
を
担
う
海
兵
。

そ
し
て
異
名
で
あ
る
〈
先
読
み
の
ツ
バ
サ
〉
。

悪
魔
の
実
の
能
力
と
言
う
訳
で
も
な
い
の
に
彼
は
未
来
に
何
が
起
き
る
か
予
測

出
来
る
の
だ
。

つ
い
先
日
も
少
将
が
未
来
を
見
通
し
革
命
軍
の
攻
撃
を
最
小
限
に
抑
え
る
事
が
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出
来
た
。

し
か
し
、
彼
は
そ
の
力
を
自
慢
す
る
わ
け
で
も
な
く
、

た
だ
静
か
に
い
つ
も
虚
空
を
眺
め
て
い
る
。

ま
る
で
来
る
べ
き
悲
劇
を
知
り
な
が
ら
祈
る
事
し
か
出
来
ぬ
悲
運
の
乙
女
の
よ

う
だ
、
少
年
だ
け
ど
、
と
皆
は
言
う
。

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
。

少
将
は
普
段
は
明
る
く
気
さ
く
な
方
で
は
あ
る
が
時
々
と
て
も
悲
し
そ
う
な
顔

を
な
さ
っ
て
い
る
。

と
て
も
儚
げ
な
様
か
ら
は
と
て
も
海
軍
本
部
少
将
と
は
思
え
な
い
。

一
体
こ
の
少
年
は
何
を
背
負
っ
て
そ
ん
な
顔
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

少
し
で
も
彼
の
憂
い
を
取
り
除
く
力
に
な
り
た
い
！

少
将
の
下
に
集
う
海
兵
は
皆
そ
う
思
い
、
少
将
の
力
に
な
る
よ
う
に
日
々
尽
力

し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
俺
も
そ
の
一
人
だ
。

コ
ン
コ
ン
ッ

「
少
将
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
」

『
い
る
よ
。
入
っ
て
良
い
よ
。
』

「
失
礼
し
ま
す
・
・
・
・
・
・
・
っ
て
、
た
、
鷹
の
目
！
？
」
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「
な
・
・
・
な
ん
で
、
鷹
の
目
が
・
・
・
・
」

『
暇
つ
ぶ
し
ら
し
い
よ
。
な
！
ミ
ホ
ー
ク
！
』

「
翼
、
お
茶
が
無
く
な
っ
た
。
」

『
ほ
～
い
。
』

驚
い
た
・
・
・
少
将
の
部
屋
の
扉
を
開
け
る
と
そ
こ
に
は
王
下
七
武
海
の
一
人
、

鷹
の
目
こ
と
ジ
ュ
ラ
キ
ュ
ー
ル
・
ミ
ホ
ー
ク
が
居
た
。

少
将
は
鷹
の
目
と
ま
る
で
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
の
よ
う
に
接
し
て
い
る
。

す
ご
い
・
・
・
・
。

俺
な
ん
て
、
あ
の
目
を
見
る
だ
け
で
す
く
ん
で
し
ま
う
の
に
ツ
バ
サ
少
将
は
・
・

・
・
・

や
っ
ぱ
り
、
こ
の
人
す
ご
い
！

兵
士
 
 

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ
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ミ
ホ
ー
ク
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

「
随
分
と
下
の
者
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
。
」

『
そ
う
か
？
僕
は
逆
に
若
い
く
せ
に
何
で
少
将
な
ん
だ
よ
っ
て
、
い
つ
い
じ
め

ら
れ
る
か
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
る
ん
だ
け
ど
。
』

「
ふ
っ
、
主
に
限
っ
て
そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
。
」

も
う
す
ぐ
七
武
海
の
召
集
が
が
あ
り
、
お
れ
は
少
し
早
く
海
軍
本
部
に
足
を
運

ん
だ
。

理
由
は
二
つ
。

一
つ
は
お
れ
が
暇
だ
っ
た
か
ら
。

も
う
一
つ
は
こ
い
つ
、
翼
に
会
う
た
め
だ
。

翼
と
出
会
っ
た
の
は
、
ま
だ
翼
が
新
米
海
兵
で
あ
っ
た
時
だ
っ
た
。

翼
は
お
れ
を
含
む
七
武
海
を
目
の
前
に
し
て
も
臆
す
る
こ
と
な
く
お
れ
達
に
く

っ
て
か
か
っ
て
き
た
。

新
米
で
あ
り
な
が
ら
己
の
意
志
を
貫
き
通
す
そ
の
強
さ
に
惹
か
れ
た
の
は
お
れ

だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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今
で
は
翼
は
つ
る
大
参
謀
と
共
に
七
武
海
の
相
手
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
う

し
て
顔
を
合
わ
せ
る
回
数
が
多
く
な
っ
た
。

あ
の
男
嫌
い
な
海
賊
女
帝
、
ボ
ア
・
ハ
ン
コ
ッ
ク
で
さ
え
、
自
国
の
入
国
の
許

可
し
て
い
る
の
だ
。

翼
は
今
で
は
海
軍
に
は
欠
か
せ
な
い
逸
材
と
な
っ
て
い
る
。

『
ミ
ホ
ー
ク
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
！
ち
ょ
っ
と
仕
事
が
忙
し
く
て
買
い
に
行

け
な
く
て
さ
。
』

「
主
の
頼
み
だ
、
断
る
訳
が
無
い
。
だ
が
、
主
も
や
は
り
ま
だ
子
供
だ
な
、
そ

の
よ
う
な
も
の
で
遊
ぶ
と
は
。
」

お
れ
が
少
し
早
く
来
た
理
由
。

そ
れ
は
翼
に
頼
ま
れ
た
も
の
を
届
け
る
た
め
だ
っ
た
。

そ
れ
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

『
そ
う
だ
よ
！
子
供
だ
よ
！
良
い
じ
ゃ
ん
！
可
愛
い
じ
ゃ
ん
、
こ
の
白
熊
の
ぬ

・
・

い
ぐ
る
み
』

白
く
ま
の
ぬ
い
ぐ
る
み
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『
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
ん
だ
け
ど
、
ど
う
し
て
も
取
り
に
行
け
な
く
て
…
…
本

当
に
助
か
っ
た
よ
。
』

「
ま
ぁ
、
良
い
暇
つ
ぶ
し
に
は
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
も
の
別
に
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
せ
ず
と
も
、
そ
こ
ら
辺
の
雑
貨
店
に
行
け
ば
買
え
る
だ
ろ
。
」

『
駄
目
だ
よ
！
白
く
ま
は
白
く
ま
で
も
こ
の
顔
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
な
ん
だ
よ
！
』

「
（
こ
の
よ
う
に
嬉
し
そ
う
に
、
や
は
り
ま
だ
ま
だ
子
供
だ
な
。
）
ま
ぁ
、
大

事
に
し
ろ
。
」

海
軍
少
将
と
は
い
え
ま
だ
幼
さ
を
残
す
少
年
。

こ
の
少
年
に
笑
顔
を
与
え
ら
れ
る
の
な
ら
ば
お
れ
は
喜
ん
で
力
を
貸
そ
う
。

ミ
ホ
ー
ク
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

～
オ
マ
ケ
～

『
ど
う
し
た
の
？
ミ
ホ
ー
ク
。
な
ん
か
笑
っ
て
な
い
？
』
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「
い
や
、
別
に
気
に
す
る
な
。
」

「
フ
ッ
フ
ッ
フ
ッ
フ
、
ツ
バ
サ
い
る
か
？
」

『
あ
、
や
っ
ぱ
桃
色
鳥
来
た
。
』

「
五
月
蝿
い
の
が
来
た
。
」

「
お
前
が
白
く
ま
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
探
し
て
い
る
と
聞
い
て
な
。
お
れ
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
受
け
取
れ
！
」

『
で
か
っ
！
？
本
物
よ
り
で
か
！
？
』

～
オ
マ
ケ
の
オ
マ
ケ
～

と
あ
る
日
の
新
聞
。

最
近
流
行
の
白
く
ま
の
ぬ
い
ぐ
る
み
。

こ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
は
今
話
題
の
海
軍
少
将
が
特
注
で
注
文
し
た
も
の
ら
し
い
。

噂
を
聞
き
つ
け
ツ
バ
サ
少
将
が
注
文
し
た
こ
の
白
く
ま
の
ぬ
い
ぐ
る
み
の
注
文

が
殺
到
し
て
い
る
。

今
は
通
販
も
受
付
中
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

「
・
・
・
・
・
・
こ
の
白
く
ま
、
ど
う
見
て
も
ベ
ポ
だ
ろ
。
」

「
お
、
お
れ
が
大
量
に
新
聞
に
載
っ
て
る
」
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「
キ
モ
ッ
！
大
量
の
ベ
ポ
、
キ
モ
ッ
！
！
」

「
こ
の
白
く
ま
の
ぬ
い
ぐ
る
み
一
つ
注
文
し
た
い
ん
だ
が
。
」

「
キ
ャ
プ
テ
ン
！
！
？
な
に
注
文
し
て
る
の
！
？
注
文
し
な
く
て
も
此
処
に
は

本
物
が
い
る
っ
て
！
！
」

白
熊
の
ぬ
い
ぐ
る
み
、
只
今
、
世
界
で
流
行
中
。

ベ
ポ



32

第
四
話
　
白
く
ま
の
ぬ
い
ぐ
る
み
（
後
書
き
）

は
い
。
答
え
は
鷹
の
目
で
す
。

桃
色
鳥
は
お
ま
け
的
で
す
・
・
・
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

あ
と
訂
正
し
ま
す
。

投
稿
時
間
帯
が
広
く
な
り
ま
し
た
。

大
体
１
０
時
～
１
８
時
で
す
。
（
ピ
ー
ク
？
と
か
は
昼
で
す
。
ア
バ
ウ
ト
だ
け

ど
・
・
）
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第
五
話
　
遭
難
（
前
書
き
）

【
速
報
】

今
日
は
２
話
以
上
（
２
話
で
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
）
更
新
予
定
。

コ
レ
を
投
稿
し
た
ら
次
回
を
書
き
始
め
て
ま
す
。
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第
五
話
　
遭
難

偉
大
な
る
航
路
の
と
あ
る
地
域
で
僕
は
部
下
に
連
れ
ら
れ
軍
艦
で
パ
ト
ロ
ー
ル

グ
ラ
ン
ド

ラ
イ
ン

を
し
て
い
た
。

そ
ん
な
時
突
然
、
嵐
に
遭
い
僕
は
海
に
投
げ
落
と
さ
れ
た
。

雉
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

そ
の
知
ら
せ
は
突
然
だ
っ
た
。

「
大
変
で
す
！
ツ
バ
サ
少
将
が
海
に
落
ち
、
遭
難
さ
れ
ま
し
た
。
」

お
れ
は
他
の
大
将
、
ボ
ル
サ
リ
ー
ノ
と
サ
カ
ズ
キ
と
セ
ン
ゴ
ク
元
帥
と
会
議
中

だ
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
一
人
の
海
兵
が
知
ら
せ
を
持
っ
て
来
た
。

ツ
バ
サ
君
の
遭
難

「
な
…
…
一
体
あ
い
つ
に
何
が
あ
っ
た
！
？
」

セ
ン
ゴ
ク
さ
ん
も
珍
し
く
取
り
乱
す
。
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そ
り
ゃ
そ
う
だ
ろ
う
。

ツ
バ
サ
君
は
海
軍
に
入
っ
て
か
ら
一
度
も
問
題
を
起
こ
し
た
事
が
無
く
、
優
秀

な
海
兵
だ
。

そ
ん
な
ツ
バ
サ
君
が
海
に
落
ち
る
ミ
ス
を
す
る
と
は
思
え
な
い
。

「
そ
れ
が
…
…
…
…

　
ツ
バ
サ
少
将
の
船
が
嵐
に
遭
い
、
一
人
の
海
兵
が
海
に
落
ち
そ
う
に
な
っ
た

の
を
少
将
が
助
け
、
代
わ
り
に
少
将
が
海
に
…
…
」

雉
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

兵
士
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

「
お
い
！
大
丈
夫
か
！
？
」

「
っ
く
…
…
駄
目
だ
…
…
手
が
も
う
…
…
」

迂
闊
だ
っ
た
、
軍
艦
の
甲
板
に
居
た
俺
は
突
然
の
突
風
に
耐
え
切
れ
ず
吹
き
飛

ば
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

な
ん
と
か
船
の
縁
に
に
捕
ま
っ
た
が
こ
の
嵐
で
船
は
揺
れ
に
揺
れ
、
今
に
も
俺

を
振
り
落
と
し
そ
う
な
勢
い
だ
。

仲
間
は
必
死
に
俺
を
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
が
、
も
う
限
界
だ
。

こ
の
ま
ま
、
海
に
落
ち
て
し
ま
う
の
か
…
…
…
…
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「
な
っ
！
！
少
将
！
？
」

『
ど
い
て
！
』

仲
間
の
驚
き
の
声
と
共
に
現
れ
た
の
は
、
我
ら
が
愛
し
て
や
ま
な
い
ツ
バ
サ
少

将
。

ツ
バ
サ
少
将
は
切
羽
詰
っ
た
顔
で
こ
ち
ら
に
走
っ
て
く
る
。

突
然
の
事
で
俺
も
驚
い
て
い
た
ら
少
将
は
俺
の
腕
を
掴
み
落
ち
て
く
る
。

「
し
ょ
、
少
将
！
？
」

『
し
ゃ
べ
る
な
』

「
！
！
？
？
」

少
将
は
海
に
落
下
し
て
い
く
中
、
勢
い
よ
く
俺
を
上
へ
と
振
り
上
げ
た
。

そ
の
お
か
げ
で
俺
は
甲
板
に
…
…
…
…

し
か
し
、
ツ
バ
サ
少
将
は
…
…
…
…

「
少
将
…
…
」

「
お
、
お
い
お
前
大
丈
夫
か
！
？
」
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「
俺
よ
り
も
ツ
バ
サ
少
将
が
海
に
…
…
！
！
」

「
ツ
バ
サ
少
将
…
…
お
前
を
助
け
る
為
に
…
…
」

「
そ
ん
な
…
…
…
…

　
そ
ん
な
ツ
バ
サ
少
将
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
」

兵
士
 
 

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

雉
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

「
…
あ
の
お
人
よ
し
が
…
…
」

な
ん
と
も
ツ
バ
サ
君
ら
し
い
理
由
だ
。

ツ
バ
サ
君
は
い
つ
で
も
自
分
よ
り
他
人
を
優
先
す
る
。

本
当
に
正
義
の
魂
の
よ
う
な
子
だ
。

「
セ
ン
ゴ
ク
さ
ん
、
わ
っ
し
が
行
き
ま
し
ょ
う
。
ツ
バ
サ
君
は
能
力
者
じ
ゃ
な

い
け
ど
心
配
だ
。
」

「
待
て
、
ボ
ル
サ
リ
ー
ノ
。
わ
し
が
行
こ
う
。
」

珍
し
い
。
あ
の
サ
カ
ズ
キ
が
他
人
の
た
め
に
動
く
な
ん
て
。
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そ
れ
だ
け
ツ
バ
サ
君
が
愛
さ
れ
て
る
っ
て
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
。

ミ
シ
ッ

う
ん
？
今
、
扉
が
嫌
な
音
を
。

バ
キ
ッ

ズ
サ
ア
ア
ア
ア

「
「
「
「
！
？
」
」
」
」

扉
を
破
っ
て
き
た
の
は
、
残
り
の
上
層
部
の
海
兵
だ
け
で
は
な
く
、
将
校
達
も

居
る
、
沢
山
の
人
、
人
、
人
、
人
。

「
私
が
行
く
よ
。
」

「
い
や
、
俺
だ
。
」

「
俺
だ
！
」

本
当
に
み
ん
な
に
愛
さ
れ
て
る
ツ
バ
サ
君
。

「
俺
が
行
く
よ
。
」

助
け
に
行
く
権
利
は
渡
さ
な
い
よ
。

「
は
ぁ
。
何
も
将
校
全
員
が
行
か
な
く
て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。
青
雉
、
お
前

が
行
け
。
必
ず
、
ツ
バ
サ
を
助
け
ろ
。
」
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「
は
い
！
」

雉
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

翼
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

あ
の
日
は
本
当
に
酷
い
嵐
だ
っ
た
。

僕
は
室
内
の
窓
か
ら
ボ
ー
っ
と
外
を
見
て
い
た
ら
、
な
に
や
ら
甲
板
が
騒
が
し

か
っ
た
。

少
し
気
に
な
り
甲
板
を
覗
い
て
見
た
ら
、
い
き
な
り
の
突
風
で
僕
の
体
は
風
に

捕
ま
っ
た
。

『
ち
ょ
っ
…
…
あ
わ
わ
わ
わ
わ
』

風
に
従
い
僕
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
行
く
。

す
る
と
前
に
部
下
達
が
居
た
。

『
（
マ
ズ
イ
、
ぶ
つ
か
る
！
）
ど
い
て
！
』

海
兵
達
は
突
進
し
て
く
る
僕
に
驚
き
避
け
て
行
く
。

…
…
い
や
、
確
か
に
「
ど
い
て
！
」
っ
て
言
っ
た
け
ど
止
め
て
ほ
し
い
な
～
。

誰
か
一
人
く
ら
い
助
け
ろ
よ
！
！
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そ
ん
な
事
考
え
て
た
ら
、
僕
の
体
は
空
を
舞
っ
て
い
た
。

下
は
海
。

し
か
も
、
と
っ
さ
に
誰
か
の
腕
を
掴
ん
で
巻
き
添
え
に
し
て
し
ま
っ
た
み
た
い

だ
。

や
べ
ー
よ
。
絶
対
こ
い
つ
怒
っ
て
る
よ
な
…
…

「
し
ょ
、
少
将
！
？
」

『
（
や
っ
ぱ
り
怒
っ
て
る
！
？
え
、
で
も
今
は
揉
め
て
る
場
合
じ
ゃ
…
…
）
し

ゃ
べ
る
な
。
（
後
で
文
句
は
聞
く
か
ら
、
誰
か
助
け
ろ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
）
』

空
中
で
ジ
タ
バ
タ
し
て
い
た
ら
、
僕
は
い
つ
の
間
に
か
彼
の
腕
を
放
し
、
僕
だ

け
が
海
の
中
へ
…
…

…
…
嘘
だ
ろ
ー
ー
ー
ー
！
！
！

海
の
中
で
、
も
が
く
僕
は
何
か
に
し
が
み
つ
い
た
。

な
ん
だ
こ
の
物
体
。

い
や
、
こ
の
際
な
ん
で
も
い
い
！
と
に
か
く
何
か
に
掴
ま
ら
な
き
ゃ
…
…
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＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

『
…
…
…
…
ん
…
…
…
』

「
お
！
気
が
つ
い
た
な
！
」

『
…
…
…
あ
（
誰
だ
こ
い
つ
）
』

翼
 
 

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

～
オ
マ
ケ
～

そ
の
頃
、
海
軍
本
部
で
は
…
…

「
い
い
か
、
絶
対
に
見
つ
け
て
保
護
し
ろ
よ
。
」

「
頼
む
よ
ク
ザ
ン
～
。
も
し
ツ
バ
サ
君
に
何
か
あ
っ
た
ら
…
…
」

「
燃
や
し
て
や
る
か
ら
な
。
マ
グ
マ
を
な
め
る
な
よ
氷
小
僧
。
」

「
（
ヤ
ベ
ー
。
こ
の
お
じ
さ
ん
達
怖
い
！
本
当
に
ツ
バ
サ
君
ど
こ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
）

」
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第
五
話
　
遭
難
（
後
書
き
）

次
回
は
あ
の
人
達
（
海
賊
）
に
会
い
ま
す
！

超
有
名
な
大
海
賊
の
あ
る
人
達
で
す
。
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第
六
話
　
火
拳
（
前
書
き
）

い
つ
も
通
り
、
洋
楽
を
聞
き
な
が
ら
投
稿
し
て
た
け
ど
、
遅
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
主
人
公
が
掴
ん
だ
物
体
は
・
・
・
・
・

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

こ
れ
か
ら
、
“
勘
違
い
”
が
多
く
な
り
ま
す
。
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第
六
話
　
火
拳

？
？
？
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

俺
は
あ
の
嵐
の
日
、
親
父
の
使
い
で

「
あ
ー
や
ば
い
な
。
嵐
が
本
格
化
し
て
き
た
…
…
」

「
お
い
お
い
エ
ー
ス
大
丈
夫
な
の
か
？
あ
ー
あ
、
こ
ん
な
こ
と
な
ら
船
に
い
れ

ば
良
か
っ
た
。
」

「
…
…
だ
っ
た
ら
今
す
ぐ
降
り
ろ
！
！
狭
い
ん
だ
よ
！
！
」

サ
ッ
チ
と
一
緒
に
海
に
出
て
い
た
。

本
当
は
俺
一
人
だ
っ
た
の
に
、
サ
ッ
チ
が

「
あ
、
俺
暇
だ
か
ら
つ
い
て
く
～
。
」

と
、
言
っ
て
勝
手
に
乗
り
込
ん
で
き
て
き
や
が
っ
た
。

鬱
陶
し
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。

サ
ッ
チ
と
ギ
ャ
ア
ギ
ャ
ア
言
い
合
っ
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
嵐
の
ど
真
ん

中
に
入
っ
て
し
ま
い
、
俺
達
を
乗
せ
た
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
が
揺
れ
に
揺
れ
ま
く
り
、

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
俺
は
海
の
中
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
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「
（
し
ま
っ
た
！
力
が
抜
け
て
い
く
！
！
）
」

能
力
者
で
あ
る
俺
は
泳
ぐ
事
が
出
来
な
い
。

こ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
の
か
…
…

そ
う
覚
悟
を
決
め
た
時
、

俺
は
あ
い
つ
に
助
け
ら
れ
た
。

海
の
中
で
も
が
い
て
い
た
俺
は
、
い
き
な
り
何
か
に
引
き
上
げ
ら
れ
海
面
に
出

る
。

「
っ
ぷ
は
！
！
な
、
な
ん
だ
？
」

海
面
に
出
る
事
で
息
を
す
る
事
が
出
来
て
、
俺
を
引
き
上
げ
た
モ
ノ
を
確
認
す

る
と
、

「
し
ょ
・
・
・
・
少
年
！
？
」

俺
の
脇
に
手
を
回
し
引
き
上
げ
て
く
れ
た
の
は
、
俺
よ
り
小
さ
い
少
年
だ
っ
た
。

し
か
も
、
こ
い
つ
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・

気
を
失
っ
て
い
る
の
か
、
俺
を
掴
ん
だ
ま
ま
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
。

「
な
…
…
…
確
か
、
こ
い
つ
は
今
噂
の
海
軍
少
将
…
…
か
？
っ
て
な
ん
で
こ
い

つ
俺
を
助
け
て
ん
だ
よ
！
？
」
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し
か
し
相
手
は
一
向
に
起
き
る
様
子
も
無
く
、
俺
も
力
が
入
ら
ず
気
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
。

ど
の
位
時
間
が
経
っ
た
だ
ろ
う
か
。

起
き
た
ら
、
見
知
ら
ぬ
島
に
流
れ
着
い
て
い
た
。

そ
し
て
俺
の
隣
に
は
例
の
海
兵
が
…
…

「
な
ん
で
…
…
…
…
海
兵
の
く
せ
に
俺
を
…
…
…
…
」

『
…
…
…
…
ん
…
…
…
…
』

「
お
！
気
が
つ
い
た
な
。
」

『
…
…
…
…
…
…
あ
。
』

エ
ー
ス
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

翼
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

目
が
覚
め
た
僕
の
目
の
前
に
は
知
ら
な
い
男
が
居
た
。

…
…
…
い
や
、
一
体
誰
だ
？
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「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

『
（
ヤ
ベ
ェ
、
こ
の
兄
ち
ゃ
ん
な
ん
か
め
っ
ち
ゃ
睨
ん
で
く
る
！
？
あ
れ
か
、

勝
手
に
し
が
み
つ
い
た
の
を
怒
っ
て
る
の
か
！
！
怖
い
よ
、
こ
の
人
。
本
当
に

怖
い
よ
。
な
ん
で
こ
の
人
上
半
身
裸
な
ん
だ
よ
！
？
）
』

『
体
が
勝
手
に
動
い
た
。
（
だ
か
ら
悪
気
は
無
い
よ
！
！
）
そ
れ
だ
け
で
す
。
』

な
ん
か
上
半
身
裸
族
の
兄
ち
ゃ
ん
に
睨
ま
れ
、
僕
は
蛇
に
睨
ま
れ
た
蛙
の
如
く

固
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

け
ど
、
と
り
あ
え
ず
弁
解
を
し
た
兄
ち
ゃ
ん
は
カ
ッ
と
目
を
見
開
い
た
。

や
ば
い
！
殺
さ
れ
る
！
？

な
ん
か
僕
が
お
菓
子
を
横
取
り
し
た
時
の
ロ
ー
の
目
と
同
じ
だ
。

殴
ら
れ
る
！
？

翼
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

エ
ー
ス
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

目
が
覚
め
た
あ
い
つ
を
見
て
な
ん
で
俺
を
助
け
た
の
か
考
え
て
い
た
ら
、
あ
い
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つ
は
こ
ち
ら
を
じ
っ
と
見
て
い
て
何
の
迷
い
も
無
い
目
で
言
い
切
り
や
が
っ
た
。

『
体
が
勝
手
に
動
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
す
。
』

俺
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
読
み
取
る
か
の
よ
う
に
あ
い
つ
は
答
え
た
。

敵
で
あ
る
俺
を
助
け
た
の
を
体
が
勝
手
に
動
い
た
か
ら
と
当
た
り
前
の
よ
う
に

言
う
。

そ
う
い
え
ば
親
父
の
船
で
仲
間
に
な
る
前
に
海
軍
に
捕
ま
り
そ
う
に
な
っ
た
り

し
た
ら
、
秘
密
裏
に
逃
が
し
て
く
れ
た
り
、
サ
イ
ク
ロ
ン
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う

に
な
っ
た
の
を
助
け
て
貰
っ
た
事
が
あ
る
と
言
う
連
中
は
多
く
居
る
。

海
軍
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
い
つ
は
海
賊
の
間
で
実
は
ち
ょ
っ
と
人
気
が
あ
る
。

あ
の
親
父
で
さ
え
、
こ
い
つ
は
海
軍
だ
が
な
か
な
か
良
い
目
を
し
て
い
る
、
気

に
入
っ
た
と
新
聞
を
見
て
言
っ
て
い
た
。

親
父
に
気
に
入
れ
ら
れ
る
く
ら
い
の
奴
だ
。

こ
い
つ
の
前
で
は
海
軍
も
海
賊
も
関
係
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

助
け
を
求
め
る
者
に
助
け
の
手
を
伸
ば
す
。

こ
ん
な
に
小
さ
い
の
に
こ
い
つ
は
・
・
・
・
・

エ
ー
ス
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ
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「
お
前
・
・
・
・
・
・
本
当
に
凄
い
奴
だ
な
。
」

『
へ
？
』

「
さ
っ
き
は
あ
り
が
と
う
な
。
」

『
ど
、
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
（
何
が
あ
り
が
と
う
な
ん
だ
ろ
う
？
と
り
あ
え

ず
空
気
読
ん
で
お
こ
う
。
）
』

火
拳
に
助
け
ら
れ
る

～
ち
ょ
い
オ
マ
ケ
～

「
俺
の
名
前
は
エ
ー
ス
。
よ
ろ
し
く
な
。
」

『
あ
、
僕
、
翼
で
す
。
（
う
ん
？
ど
っ
か
聞
い
た
こ
と
が
・
・
・
・
）
』
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第
六
話
　
火
拳
（
後
書
き
）

掴
ん
だ
の
は
、
「
エ
ー
ス
」
で
し
た
。

今
日
は
ま
だ
投
稿
出
来
そ
う
で
す
。

何
も
や
る
事
無
い
。
（
宿
題
は
残
っ
て
る
。
）

あ
、
感
想
待
っ
て
ま
ー
す
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

勘違い青年の海軍奮闘記
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